起ち上る農村[footnoteRef:1] [1:  1943年4月17日、18日『京城日報』文化欄に掲載された。4月16日の「文化だより」には「香山光郎氏(作家)平壌府水玉町東陽旅館に滞在中」の記事、翌17日には「朝鮮文人報國會の結成」の記事が載っている。] 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香山光郎
（上）
　平壌 (ぜう)は木枯らしの師 (し)走を思 (おも)はせる寒 (さむ)さで、防空 (ぼうくう)水槽には氷 (こほり)が厚 (あつ)く張つて居りました。毎日毎晩 (ばん)風また風、すつかりいやになつてしまひましたが、今日は少 (すこ)し暖 (あたゝ)かくなりました。連 (れん)翹の黄色が窓 (まど)から眺 (なが)められます。
江 (こう)西や龍 (りう)岡 (こう)に講演 (こうえん)に呼 (よ)ばれて行つたら、お米の御飯 (はん)をいたゞき、ほんものゝ蕎麦もありました。鶏と卵 (たまご)も御馳 (ち)走 (そう)になりました。江 (こう)西といふのは、平壌 (ぜう)から八里 (り)ばかり西の方に離 (はな)れた小さな町で、郡廰 (てう)の所在地です。私が行つた時は、郡の農 (のう)業 (げう)報國大會の第二日目でしたが、郡内十四ケ面の面長、駐 (ちう)在所の首 (しゆ)席 (せき)その他 (た)農 (のう)民 (みん)の指導 (どう)者級 (きう)の人たちださうで、いづれもはきはきした人たちでした。龍 (りう)岡 (こう)も同様でしたが、地方の文化 (くわ)の向 (かう)上したのには驚 (おどろ)きました。私は京城にばかり引込んでゐて、農 (のう)村の事情 (ぜう)に暗いのですが、今度江 (こう)西、龍 (りう)岡 (こう)の一瞥 (べつ)で大變啓 (へんけい)發された譯 (わけ)です。
國語 (ご)が相當普 (ふ)及されて居て、龍 (りう)岡 (こう)では四百名の聽 (てう)衆 (しう)のうち國語 (ご)を解 (かい)せぬものは手を上げなさいといつたら、約 (やく)二十數名が手を上げましたし、國語 (ご)を解 (かい)する者は手を上げなさいといつたら、九割 (わり)以上手を上げました。
　それから供 (けう)出、配 (はい)給、増産 (さん)などについて、各面から一人づつ區長が意見を述 (の)べたさうですが、いづれも流暢な國語 (ご)で、傾聽 (けいてう)すべき意見を堂 (どう)々と主張したさうです。私の講演 (こうえん)の時の聽 (てう)衆 (しう)の姿 (し)勢 (せい)も立派 (ぱ)なもので、訓練 (くんれん)されてゐました。たまに老 (ろう)人も居ましたが、殆 (ほとん)ど大正生まれでした。
　私は地方の人たちと接 (せつ)して、二つの點 (てん)を強調しなければならないことに気づきました。卽 (すなは)ち素直に當局 (きよく)の指導 (どう)に信頼 (らい)し服從すること、農業 (のうげう)は今後益 (ます)々國家において重んぜられ、從つて農民 (のうみん)の福 (ふく)祉は益 (ます)益 (ます)保護 (ほご)され増進 (しん)さるゝやう國策 (さく)が動くといふことです。それで私は江 (こう)西でも龍 (りう)岡 (こう)でも、わが國體 (たい)の神聖 (せい)にして、わが政治の道義 (ぎ)的 (てき)なるを説き『素直に從へ』と勸 (すゝ)めました。それから從來の財 (ざい)の獲 (かく)得といふ米英 (えい)的 (てき)個 (こ)人主義 (ぎ)的 (てき)經 (けい)濟 (ざい)は二度と日本には戻 (もど)つて來ない、士 (し)農 (のう)工 (こう)商 (せう)一體 (たい)となつて、職 (しよく)域 (ゐき)奉公 (こう)によつて樂しき臣 (しん)道を實踐 (せん)して、八紘一爲宇 (う)の聖 (せい)業 (げう)を翼 (よく)賛 (さん)しまつるのを人生の目的 (てき)とする世界 (かい)が來るんだと話しました。（1943年4月17日『京城日報』）

（下）
　郡守 (しゆ)たちも大變熱心でした。私が會つたのは高山江 (こう)西郡守 (しゆ)、大平龍岡郡守 (しゆ)の二人だけでいたが、いづれも張り切つてゐて、まるで命 (いのち)がけの人たちのやうでした。何しろ供 (けう)出だけでも大變なのに、それに配 (はい)給のことがあるでせう。郡守 (しゆ)さん[、]巻 (まき)脚絆で、郡農 (のう)會のトラツクで月の半分は駈け廻つてゐるさうです。他 (た)の職 (しよく)員も同様に忙しいでせうが、郡守 (しゆ)がこんなに忙 (いそが)しい責任 (にん)の重いポストだとは、私は今まで知りませんでした。
　私は郡守 (しゆ)が告辭 (じ)を述 (の)べるのを拜 (はい)聽 (てう)致 (いた)しましたが、小磯 (いそ)總 (そう)督 (とく)のお氣持が、少 (すくな)くとも郡守 (しゆ)までには徹底 (てい)してゐるやうでした。面職 (しよく)員や地方の主なる人々にまで郡守 (しゆ)ほどの理 (り)解 (かい)と氣魄が行きわたつたら、朝鮮 (せん)は確かに面目を一新すると感 (かん)じました。
　もっとも日向あれば陰ありで、いゝことばかりではありませぬ。民 (みん)間にはまだ取り除 (のぞ)かねばならないものもあれば、もつと知らせ、もつと練らせなければならないこともありました。聖戰 (せん)の目的 (てき)や、必勝 (せう)の信念 (ねん)や、供 (けう)出配 (はい)給の趣 (しゆ)旨 (し)や、農 (のう)民 (みん)の前途 (と)の希 (き)望 (ぼう)や、半島 (たう)人に對するお上の氣持や、まだ一般 (ぱん)に徹 (てつ)底 (てい)してゐない向きもあるやうでした。これに對しては、手が廻らぬなどといつてゐる場合ではないのだから、當局 (きよく)や聯 (れん)盟における一層 (そう)の考 (こう)慮 (りよ)と努 (ど)力が必要だと思ひます。
[bookmark: _GoBack]しかし春 (はる)です。春 (はる)の寒 (さむ)さは、いづれは去るべきものです。必ず良き朝鮮 (せん)になることゝ信じます。（1943年4月18日『京城日報』）

